
平成１７年（２００５年）１０月３０日市　議　会　だ　よ　りこだいら３
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議
員　

�
今
年
度
予
算
の
執
行
状
況

と
９
月
以
降
の
予
想
は
。

　

�
平
成　

年
度
予
算
に
お
け
る
基

１８

本
的
重
点
施
策
は
。

市
長　

�
４
、
５
月
の
暫
定
予
算
期

間
は
、
一
部
事
業
の
実
施
時
期
等
が

若
干
お
く
れ
た
事
例
も
あ
る
が
、
市

民
生
活
へ
の
影
響
は
特
に
な
か
っ
た

と
考
え
る
。
ま
た
、
６
月
以
降
は
例

年
と
変
わ
り
な
く
経
過
し
て
お
り
、

９
月
以
降
の
予
算
執
行
に
つ
い
て
も
、

特
に
影
響
は
な
い
と
考
え
る
。

　

�
情
報
公
開
と
市
民
参
加
の
一
層

の
推
進
を
具
体
化
す
る
と
と
も
に
、

自
治
基
本
条
例
の
制
定
に
向
け
た
事

業
の
開
始
等
を
検
討
し
た
い
。ま
た
、

公
共
施
設
の
再
配
置
の
一
つ
と
し
て

仲
町
公
民
館
・
図
書
館
の
建
て
か
え

の
検
討
な
ど
も
視
野
に
入
れ
た
い
。

 
議
員　

�
小
平
市
の
教
育
を
ど
う
進

め
て
い
く
の
か
。

　

�
市
の
教
育
改
革
の
流
れ
と
今
後

平
成　

年
度
予
算
編
成
に

１８

向

け

て

の

考

え

方

小
平
市
の
教
育
改
革
の
流
れ
と

こ
れ
か
ら
の
学
校
づ
く
り

の
施
策
は
。

教
育
長　

�
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か

な
成
長
を
地
域
が
見
守
り
、
支
え
、

応
援
し
て
い
く
社
会
と
心
豊
か
な
人

生
を
送
る
た
め
の
生
涯
学
習
社
会
を

目
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
家
庭
、
学

校
、
地
域
が
責
任
を
果
た
し
、
連
携

を
と
っ
て
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い

く
こ
と
を
基
本
に
考
え
て
い
る
。

　

�
学
力
の
向
上
を
教
育
改
革
の
大

き
な
柱
と
受
け
と
め
、
授
業
改
善
推

進
プ
ラ
ン
の
作
成
と
実
施
、
教
員
の

研
修
の
充
実
等
に
努
め
た
い
。ま
た
、

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
、

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
、
地
域

の
教
育
力
を
積
極
的
に
活
用
し
た
い
。

 
議
員　

�
昭
和　

年
か
ら　

年
ご
ろ

２１

２５

に
生
ま
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世

代
が
退
職
等
に
よ
り
、
小
平
市
に
ど

の
く
ら
い
戻
る
と
予
想
し
て
い
る
か
。

　

�
今
後
の
具
体
的
な
施
策
は
。

市
長　

�
平
成　

年
の
国
勢
調
査
に

１２

よ
る
と
、
市
の
昭
和　

年
か
ら　

年

２１

２５

生
ま
れ
の
労
働
力
人
口
は
９
千
４
百

　

人
で
あ
る
。
就
労
形
態
等
に
よ
り

５８ 団
塊
の
世
代
と

高

齢

者

対

策

現
時
点
で
の
予
測
は
困
難
だ
が
、
今

後　

年
程
度
の
間
に
は
、
こ
の
世
代

１０
の
相
当
数
が
退
職
等
で
地
域
に
戻
っ

て
く
る
と
考
え
て
い
る
。

　

�
単
に
福
祉
的
な
生
き
が
い
対
策
・

支
援
と
い
う
観
点
で
は
な
く
、
団
塊

の
世
代
の
持
つ
性
格
や
特
徴
を
十
分

に
生
か
し
、
有
用
な
社
会
的
資
源
と

し
て
活
用
・
支
援
す
る
方
向
で
考
え

て
い
き
た
い
。

 
議
員　

�
こ
の
１
年
間
の
情
報
シ
ス

テ
ム
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
予
定
は
。

　

�
急
激
な
情
報
通
信
技
術
の
進
展

電
子
政
府
・
電
子
自
治
体
戦
略
会
議

か
ら
見
た
小
平
市
の
Ｉ
Ｔ
化
政
策

に
よ
る
社
会
の
変
容
に
対
し
て
、
ど

う
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る
か
。

市
長　

�
昨
年　

月
以
降
、
電
子
調

１２

達
サ
ー
ビ
ス
と
電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス

を
順
次
開
始
し
た
。
体
育
館
、
公
民

館
な
ど
の
公
共
施
設
の
利
用
予
約
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
行
う
シ
ス

テ
ム
に
つ
い
て
は
、
庁
内
に
検
討
部

会
を
設
置
し
て
、
早
期
の
稼
働
を
目

指
し
て
い
る
。

　

�
個
人
情
報
の
適
切
な
取
り
扱
い

等
を
規
定
し
た
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ポ
リ
シ
ー
運
用
の
徹
底
と
、
市
の
全

情
報
シ
ス
テ
ム
を
包
括
的
に
管
理
す

る
、
い
わ
ゆ
る
Ｉ
Ｔ
ガ
バ
ナ
ン
ス
の

確
立
を
目
指
し
て
い
る
。

 
議
員　

�
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め

の
健
康
診
断
・
個
別
指
導
体
制
の
課

題
と
改
善
す
べ
き
点
は
。

　

�
運
動
療
法
の
活
用
や
食
生
活
の

改
善
指
導
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。

　

�　

歳
ま
で
自
分
の
歯
を　

本
保

８０

２０

つ
た
め
の
歯
科
検
診
と
、
自
己
管
理

で
健
康
づ
く
り
を
行
う
、
い
わ
ゆ
る

 
８  
０  
２  
０ 
運
動
の
推
進
に
つ
い
て
の

は
ち 
ま
る 
に
い 
ま
る

見
解
は
。

市
長　

�　

歳
以
上
の
市
民
を
中
心

４０

に
各
種
の
健
康
診
断
、
健
康
教
育
、

健
康
相
談
を
実
施
し
て
き
た
が
、
青

年
期
か
ら
の
対
策
も
重
要
で
あ
る
た

め
、
今
後
は
介
護
予
防
の
観
点
か
ら

の
取
り
組
み
も
必
要
と
考
え
る
。

　

�
運
動
・
栄
養
な
ど
に
よ
る
生
活

習
慣
の
改
善
は
必
須
の
こ
と
と
考
え
、

現
在
、
各
種
の
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
る
。

　

�
マ
タ
ニ
テ
ィ
ク
ラ
ス
で
の
口
腔

衛
生
指
導
・
む
し
歯
予
防
教
室
・
成

人
歯
科
健
診
・
歯
科
医
療
連
携
推
進

事
業
等
を
実
施
し
て
お
り
、
今
後
も

さ
ら
に 
８  
０  
２  
０ 
運
動
な
ど
に
取
り

は
ち 
ま
る 
に
い 
ま
る

組
ん
で
い
き
た
い
。

治
療
か
ら
予
防
重
視
の

医

療

に

転

換

を
 

議
員　

�
今
年
度
予
算
に
盛
り
込
ん

だ
子
育
て
支
援
施
策
の
効
果
は
。

　

�
今
後
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

市
長　

�
乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

の
所
得
制
限
撤
廃
を
４
歳
未
満
児
ま

で
拡
大
し
、
子
育
て
中
の
家
庭
の
経

済
的
な
負
担
を
軽
減
し
た
。
ま
た
、

保
護
者
の
就
労
時
間
の
多
様
化
な
ど

に
こ
た
え
る
た
め
、
延
長
保
育
の
拡

充
等
に
努
め
た
ほ
か
、フ
ァ
ミ
リ
ー
・

サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
、
子
ど

も
つ
ど
い
の
広
場
事
業
に
つ
い
て
も

　

月
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
準
備
を

１０進
め
て
い
る
。

　

�
小
平
市
次
世
代
育
成
支
援
行
動

計
画
の
主
要
推
進
事
業
で
あ
る
、
地

域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、

児
童
虐
待
防
止
対
策
、
経
済
的
負
担

の
軽
減
等
を
柱
と
し
て
、
施
策
の
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

 
議
員　

�
災
害
時
、
何
分
で
本
部
長

室
の
本
格
的
な
体
制
が
整
う
の
か
。

子
育
て
支
援
の

さ
ら
な
る
拡
充

首
都
圏
地
震
に
備
え
る

防
災
対
策
の
強
化

　

�
携
帯
電
話
等
を
活
用
し
て
市
民

に
最
新
情
報
を
提
供
で
き
な
い
か
。

　

�
公
共
施
設
な
ど
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
安
全
対
策
は
。

　

�
災
害
時
に
地
域
住
民
同
士
が
共

助
す
る
活
動
を
育
成
す
る
具
体
的
な

取
り
組
み
は
。

市
長　

�
構
成
員
の
被
災
状
況
に
よ

り
条
件
は
異
な
る
が
、
２
時
間
半
程

度
以
内
と
考
え
る
。

　

�
携
帯
電
話
を
使
用
し
た
情
報
提

供
手
段
と
し
て
は
、
民
間
会
社
を
通

じ
て
登
録
者
へ
市
か
ら
メ
ー
ル
配
信

で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
。

　

�
庁
舎
等
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
は

初
期
自
動
感
知
地
震
管
制
装
置
が
設

置
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後
国
の
基
準

等
の
検
討
結
果
を
待
ち
、
安
全
対
策

等
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

　

�
自
主
防
災
組
織
は
、
現
在　

あ
３６

る
。
市
報
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
通

じ
て
結
成
の
必
要
性
を
啓
発
し
た
い
。

 
議
員　

�
市
民
の
暮
ら
し
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

　

�
平
成　

年
度
の
税
収
の
実
績
と

１７

平
成　

年
度
予
算
の
見
込
み
は
。

１８

　

�
国
の
三
位
一
体
改
革
の
影
響
を

ど
の
よ
う
に
見
込
ん
で
い
る
か
。

　

�
都
の
重
要
施
策　

依
命
通
達
へ

２００６

の
対
応
は
。

　

�
介
護
保
険
の
５
年
後
の
見
直
し

等
に
関
連
し
て
、
生
活
困
窮
者
へ
の

対
策
は
。

　

�
障
害
者
支
援
費
制
度
を
よ
り
使

い
や
す
い
も
の
に
す
る
工
夫
は
。

　

�
子
育
て
支
援
の
分
野
に
お
け
る

施
策
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　

�
平
和
の
た
め
の
施
策
を
も
う
一

市
民
の
暮
ら
し
を
応
援
す
る

平
成　

年
度
予
算
の
編
成

１８

歩
前
進
さ
せ
て
は
ど
う
か
。

市
長　

�
平
成　

年
度
決
算
で
は
、

１６

個
人
市
民
税
の
所
得
割
の
減
少
や
生

活
保
護
世
帯
の
増
加
傾
向
が
見
ら
れ
、

生
活
が
苦
し
い
世
帯
が
依
然
と
し
て

多
い
状
況
に
あ
る
も
の
と
認
識
し
て

い
る
。

　

�
平
成　

年
度
と　

年
度
７
月
末

１６

１７

の
市
税
の
調
定
額
を
比
較
す
る
と
、

平
成　

年
度
は
４
億
２
千
３
百
万
円
、

１７

１
・
６
％
の
増
と
な
っ
て
い
る
。
平

成　

年
度
の
見
込
み
は
、
税
制
改
正

１８
の
影
響
を
除
く
と
、
今
年
度
と
同
程

度
と
考
え
る
。

　

�
現
在
の
と
こ
ろ
、
国
庫
補
助
負

担
金
の
削
減
対
象
は
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
な
い
。
税
源
移
譲
に
つ
い
て
も

具
体
的
な
取
り
扱
い
が
不
明
の
た
め
、

影
響
額
を
推
計
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

�
都
で
は
、
平
成　

年
度
以
降
の

１８

重
点
事
業
を
明
ら
か
に
し
、
都
政
の

構
造
改
革
の
推
進
を
図
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
市
で
は
長
期
総
合
計
画
の

中
で
具
体
的
な
施
策
を
示
す
基
本
計

画
を
策
定
し
、
毎
年
３
年
間
の
実
施

計
画
を
立
て
事
業
の
採
択
を
行
っ
て

い
る
。
平
成　

年
度
の
予
算
に
つ
い

１８

て
は
、
長
期
総
合
計
画
に
沿
っ
て
編

成
し
て
い
く
。

　

�
国
制
度
に
準
じ
た
障
害
者
を
対

象
と
す
る
利
用
料
の
軽
減
事
業
を
引

き
続
き
実
施
し
、
介
護
保
険
料
の
独

自
軽
減
事
業
及
び
生
計
困
難
者
に
対

す
る
利
用
者
負
担
軽
減
事
業
の
対
象

者
要
件
を
緩
和
し
て
い
き
た
い
。

　

�
国
が
示
し
た
、
よ
り
利
用
し
や

す
い
制
度
へ
の
改
正
案
を
踏
ま
え
、

利
用
者
の
立
場
に
立
っ
た
公
平
で
適

正
な
制
度
の
運
用
に
努
め
た
い
。

　

�
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
、
地
域

に
お
け
る
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
等
を

柱
と
し
て
施
策
を
検
討
し
た
い
。

　

�
平
和
行
政
は
、
市
が
主
体
的
に

行
っ
て
い
く
も
の
で
は
な
く
、
市
民

が
長
年
培
っ
て
き
た
平
和
へ
の
考
え

に
対
し
て
、
側
面
的
に
支
援
す
る
こ

と
が
大
切
と
考
え
る
。

 
議
員　

�
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
政
策
を

実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
最
も
必
要

な
も
の
は
何
か
。

　

�
市
民
参
加
を
ど
の
よ
う
に
促
し

て
い
く
の
か
。

　

�
参
加
を
実
の
あ
る
も
の
に
す
る

た
め
に
は
、
市
民
の
力
を
引
き
出
す

た
め
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
能
力
等
が

求
め
ら
れ
て
い
る
が
ど
う
か
。

市
長　

�
情
報
公
開
と
市
民
参
加
で

あ
る
と
考
え
る
。

　

�
市
民
参
加
の
機
会
を
さ
ら
に
拡

大
す
る
た
め
、
９
月
に
市
民
参
加
の

推
進
に
関
す
る
指
針
を
全
部
改
正
し

た
。
情
報
公
開
の
点
で
は
、
審
議
会

等
を
原
則
公
開
と
し
、
原
則
的
に
審

議
資
料
等
も
傍
聴
者
に
配
付
す
る
こ

と
を
ル
ー
ル
化
し
た
。
市
民
参
加
の

点
で
は
、
審
議
会
等
に
お
け
る
市
民

公
募
委
員
の
拡
大
に
つ
い
て
、
改
選

期
を
と
ら
え
な
が
ら
、
委
員
数
の
お

参
加
と
公
開
で
市
民
が

つ
く
る
小
平
の
町

お
む
ね
４
割
か
ら
５
割
の
水
準
で
枠

を
確
保
し
て
い
く
。

　

�
ま
と
め
役
と
し
て
の
能
力
は
重

要
と
認
識
し
て
お
り
、
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
に
関
す
る
研
修
を
実
施
し
た
り
、

職
員
の
意
識
改
革
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

を
図
る
た
め
に
出
前
講
座
の
講
師
と

し
て
職
員
を
派
遣
し
て
い
る
。

 
議
員　
　

世
紀
は
環
境
と
人
権
が
テ

２１

ー
マ
で
あ
る
。
時
間
的
な
広
が
り
と

同
時
に
、
世
界
や
日
本
全
体
を
見
据

え
な
が
ら
小
平
の
こ
と
を
考
え
る
と

い
う
、
地
域
的
・
空
間
的
な
広
が
り

も
あ
る
。
来
年
度
予
算
を
編
成
す
る

際
に
、
ど
の
よ
う
な
考
え
方
で
優
先

順
位
を
つ
け
て
い
く
の
か
。

市
長　

長
期
的
な
視
点
等
で
第
三
次

長
期
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
の
検

討
を
進
め
て
お
り
、
こ
の
中
で
各
施

策
の
基
本
的
な
方
針
を
整
理
し
て
、

計
画
的
に
事
業
を
計
上
し
て
い
く
。

　

年
度
予
算
に
向
け
て

２００６

事
業
の
重
要
度
等
は
も
と
よ
り
、
状

況
に
見
合
っ
た
ス
ク
ラ
ッ
プ
・
ア
ン

ド
・
ビ
ル
ド
や
、
社
会
の
潮
流
を
見

据
え
た
創
意
工
夫
や
特
定
財
源
の
確

保
な
ど
を
総
合
的
に
検
討
し
、
優
先

度
を
判
断
し
て
、
限
ら
れ
た
財
源
を

重
点
的
、
効
果
的
に
配
分
し
て
い
き

た
い
。

 
議
員　

４
月
に
開
発
の
手
続
に
関
す

る
条
例
が
施
行
さ
れ
た
が
、
今
後
ま

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
は

緑
豊
か
な
住
環
境
の
整
備
を

ち
づ
く
り
条
例
や
都
市
計
画
マ
ス
タ

ー
プ
ラ
ン
を
検
討
し
て
い
く
場
合
も
、

緑
を
さ
ら
に
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
す
る

こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長　

平
成　

年
度
は
都
市
計
画
マ

１８

ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改
訂
年
度
に
当
た

り
、
所
要
の
見
直
し
を
図
る
予
定
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
検
討
の
中
で
は
緑

に
つ
い
て
も
一
つ
の
キ
ー
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、
市
民
意
見
の
反
映
を
図
り

な
が
ら
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
の
考

え
方
や
土
地
利
用
方
針
を
ま
と
め
て

い
き
た
い
。

 
議
員　

�
新
規
採
用
教
員
が
多
い
た

め
、
年
齢
的
な
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、

学
校
経
営
に
支
障
が
生
じ
る
こ
と
が

心
配
さ
れ
る
と
聞
く
が
ど
う
か
。

　

�
学
校
一
斉
公
開
の
総
括
は
。

教
育
長　

�
経
験
が
浅
い
た
め
、
十

分
な
実
践
力
は
な
い
が
、
教
職
に
対

す
る
意
欲
と
使
命
感
は
学
校
に
活
気

と
潤
い
を 
醸 
し
出
し
、
児
童
・
生
徒

か
も

に
よ
い
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

�
評
価
す
る
声
が
多
い
が
、
さ
ま

ざ
ま
な
意
見
が
あ
る
た
め
、
よ
り
よ

い
方
法
を
検
討
し
な
が
ら
、
今
後
も

実
施
し
て
い
き
た
い
。

 
議
員　

�
平
成　

年
度
末
の
す
べ
て

１６

の
基
金
を
合
計
し
た
貯
金
と
、
一
般

会
計
、
特
別
会
計
、
土
地
開
発
公
社

を
合
計
し
た
場
合
の
借
金
の
市
民
１

人
当
た
り
の
金
額
は
。

　

�
多
摩
類
似　

市
に
お
け
る
貯
金

１０

と
借
金
の
順
位
は
。

市
長　

�
貯
金
は
６
万
円
で
、
借
金

は　

万
６
千
円
で
あ
る
。

４０

　

�
類
似　

市
の
中
で
、
貯
金
は
７

１０

位
、
借
金
は
４
位
で
あ
る
。

小
・
中
学
校
に

落

ち

つ

き

を

小
平
市
民
１
人
当
た
り
の

貯

金

と

借

金

は

 
議
員　

�
い
わ
ゆ
る
団
塊
の
世
代
と

言
わ
れ
る
職
員
数
は
。

　

�
嘱
託
職
員
と
再
任
用
職
員
と
の

関
係
や
比
率
は
ど
う
な
る
か
。

市
長　

�
昭
和　

年
の
学
年
度
に
生

２２

ま
れ
た
職
員
は　

人
、
昭
和　

年
は

３５

２３

　

人
で
、
昭
和　

年
は　

人
と
な
っ

４１

２４

５１

て
い
る
。

　

�
嘱
託
職
員
は
地
域
セ
ン
タ
ー
等
、

さ
ま
ざ
ま
な
業
務
に
、
再
任
用
職
員

は
原
則
と
し
て
内
部
事
務
に
従
事
し

て
い
る
。
比
率
に
つ
い
て
は
、
公
務

団
塊
の
世
代
と

人

事

政

策

を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
慎
重
に
検

討
し
た
い
。

 
議
員　

家
庭
ご
み
の
有
料
化
問
題
を

ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
。

市
長　

処
理
費
用
の
負
担
を
求
め
る

こ
と
で
、
廃
棄
物
に
対
す
る
意
識
向

上
を
促
し
、
廃
棄
物
の
減
量
、
資
源

物
の
分
別
の
徹
底
を
図
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
廃
棄
物
の
減
量
に
取
り

組
み
や
す
い
仕
組
み
や
環
境
等
の
総

合
的
な
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

小
平
市
の
潜
在
的
課
題
に
つ
い
て
の

新
市
長
の
取
り
組
み
は
い
か
に

　代表質問とは、市政全般について各会派（１人会
派を除く）の代表者が行う質問をいいます。
　本市議会では、年に１回、９月定例会２日目に行
っています。質問時間は会派の所属議員数に応じて
決まっており、市長または教育長が答弁します。
　今回は、５つの会派から１５件の質問があり、紙面
には質問とその答弁の要旨を掲載しました。

政

和

会

政 　

和 　

会

永
田
政
弘
議
員

日
本
共
産
党
小
平
市
議
団

日
本
共
産
党
小
平
市
議
団

木
村
ま
ゆ
み
議
員

フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平

フ
ォ
ー
ラ
ム
小
平

高
橋
三
男
議
員

緑
・
ネ
ッ
ト

緑
・
ネ
ッ
ト

苗
村
洋
子
議
員

市
議
会
公
明
党

市
議
会
公
明
党

立
花
隆
一
議
員


